
引違い窓（3枚引）組立・施工・調整要領書

●商品の組立・施工については必ず本説明書に
従ってください。

●組立時、樹脂部材はアルミに比べて破損しや
すい為、ハンマーで直接叩くと割れる恐れが
あります。必ず、当て木を当ててください。
●木額縁へ枠を取り付ける際、ねじの締めすぎ
に注意してください。

組立・施工の前に

安全にお使いいただくために

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。

注意

注意

この記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
「必ず行っていただく事」を示しています。お願い

お願い

同梱包部材・部品一覧表 ●下表を参照の上部材・部品の有無を確認してください。

この組立・施工要領書に示した注意事項は安全に関する重要な内容です。人
身事故や財産の損害を未然に防止するため、次のような絵表示をしています。
内容をよく理解して本文をお読みください。
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塞ぎ板
※各框にはお使いいただくガラスの専用先付グレチャンがセットされています。
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※各框にはお使いいただくガラスの専用先付グレチャンがセットされています。
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塞ぎ板
※各框にはお使いいただくガラスの専用先付グレチャンがセットされています。
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×1本

×1本
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外れ止めセット 上部戸当り 塞ぎ板

外れ止めセット 上部戸当り 塞ぎ板

外れ止めセット 上部戸当り 塞ぎ板
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まどまど®  std

この度は、まどまど®std をご採用いただきましてありがとうございます。

この商品を正しく安全に組立・施工していただくため、この要領書をよくお読みの上、正しく作業を行ってください。



障子の組立（合わせガラスの場合）

組立の前に

組立手順

■ガラス寸法（合わせガラス・ペアガラス共通）

窓タイプ
SW1－16

SW2＋3

SW3－16

SW1－31

SW2－7

SW3－31

H－84

H－84

H－84

H－106

H－106

H－106

SW1－16

SW2－17

SW3－36

SW1－31

SW2－32

SW3－56

H－84

H－84

H－84

H－106

H－106

H－106

SW1－36

SW2－17

SW3－16

SW1－56

SW2－32

SW3－31

H－84

H－84

H－84

H－106

H－106

H－106

テラス
タイプ

　　　H3
バイパス・両引きタイプ
3本レールタイプ

　　　 A3
連窓右フィックスタイプ

　　　 B3
連窓左フィックスタイプ

先付グレチャン

単位：mm
1.梱包箱から部材を取り出し、組上がり状態に並べ、組み合わせ部材の有無を
確認してください。→基本図参照
・部材は室内側、室外側の区別があります。樹脂カバー側が室内側になります。
・枠部材の上下にご注意ください。枠部材の背面に表示がされています。ご確
認の上正しくセットしてください。

2.ガラス寸法は右表の寸法になっています。
3.先付グレチャンは障子框に嵌め込んであります。
4.ペアガラス周辺に二次シールが付着している場合は、カッター
ナイフ等で表面と側面を平らにしてから框組立を行ってください。

1. 上・下框のセット

●予めクッション材を準備し、ガラスをクッション
材の上に水平に置きます。
●上・下框を先にガラスにセットします。
●上・下框をセットする位置はガラスの両端から
約13mmです。定規などを使用してできるだ
け正確に嵌め込んでください。

2. たて框（引手框・召合框）のセット

組子付障子の場合

●たて框の下框ジョイナーを下框の戸車部分に
嵌め込み、そのまま回転するようにして、ガラ
スおよび上框に押し込んでください。

●上框と各たて框がずれているときは、木片等
で軽くたたいて位置合わせをしてください。

●組子付障子の場合は、予め組子をガラスの
上に置き、ガラスと一緒に各框を嵌め込み
ます。

●ガラスは端部から、框を少し斜めにして嵌
め込みます。
●嵌め込みがきつい場合は木片等で軽くたた
いてセットします。

ポイント↓

木片等で軽くたたく

木片等で軽くたたく

ずれ

そろえる
▼ ▼

上框 上框

上框

上框

たて框

たて框（引手框）

たて框（召合框）

たて框

たて框

下框ジョイナー

下框ジョイナー

框を少し斜めにする

ガラス

クッション材

13m
m

13mm

13m
m

13m
m

戸車

下框

下框

下框

※本図は外障子を示します。
　内障子も同じ要領で組み
立ててください。
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3. 框部材の固定

4. 対角・曲がりの確認

●組立後、障子の対角・曲がりを確認してください。

●対角が同一でない場合は、木片などで軽くたた
いて調整してください。

A3・Ｂ3タイプでは、突合障
子の突合框部が異なります。

●障子を組立後、上框ジョ
イナーを一旦外し、突合
框アタッチを引手框上部
から差し込み、ねじ止め
します。
●アタッチ取付後、上框ジョ
イナーを元の位置にセッ
トして組立てます。
※本図は引違い側内障子を
示します。
　フィックス側の内障子も
同様に組み立ててください。

※突合框アタッチは内外が
あります。
　基本図を参照して正しく
セットしてください。

●塞ぎ板を嵌め込んでから→クレセントの順で取り付けます。
●サブロック側が室内側にくるように取り付けます。
●カバーを開き、なべ小ねじ（M4×10）で取り付けます。この時、
スロット穴のセンター（刻印有）で固定してください。

クレセントの取付 補助ロックの取付

なべ小ねじ
（M4×10）

A・B≦1mm以内で調整願います。

A

B

5. 突合框アタッチの取付（A3・Ｂ3タイプ）

突合框アタッチ

上框ジョイナー

外障子 内障子補
助
ロ
ク

補助ロック
カバー

刻印

なべ小ねじ
（M4×10）

サブロック

カバー

ビ
ス
キ

プ

（
工
場
セ
ト
済
）

塞ぎ板
切欠きを下
にしてセット

塞ぎ板

塞ぎ板

塞ぎ板

●養生テープを外します。
●補助ロックカバーを取り外します。
●仮止めしてある固定ねじ（トラス小ねじM4×8）を緩めて、下側の
塞ぎ板を差し込んでから、再度固定してください。この時、スロッ
ト穴のセンター（刻印有）で固定してください。
●補助ロックカバーをセットします。

クレセント

刻印

塞ぎ板

補助ロック
カバー

補助ロック本体トラス小ねじ
M4×8
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① たて枠の取付

③ たて枠アタッチメントの取付

●たて枠を木額縁にセットし、Φ3.8×20皿木ねじで固定します。

●たて枠アタッチメントを　　　   の手順で左右のたて枠に取り付け
ます。

④ 気密片の取付

※枠材の上下・左右にご注意ください。（枠材裏面に表示があります。
ご確認ください。）

上
・
右
た
て
枠 

　
室
内
側

裏面表示例

室
内
側

室
内
側

14

27

14

27

1 2 3

② 上・下枠の取付
●上枠をたて枠間に差し込み、Φ3.8
×20皿木ねじで固定します。
●下枠をたて枠間に差し込み、室内側
に回転させるようにしてセットします。
　下記の指示色のΦ3.8×20皿木ね
じで固定します。

※下枠はアルミ形材と一体
化されているため、他の
部材（樹脂）のように“し
なり”がないため、たて
枠に当たり、入れにくい
場合があります。

　下図のように戸当たりを
削り、調整してください。

ホワイト
ハーモニックウッド

柾目

枠の色 木ねじ頭の色
ホワイト

ステン色

下枠が入れにくい時は

0.5 0.5戸当たり 調整削り代調整削り代

施　工　要　領（枠の取付・障子の建て込み）

たて枠アタッチメント

たて枠アタッチメント

1

2

3

差し込む

下枠

下枠

気密片
離形紙

上枠

下枠

Φ3.8×20皿木ねじ
右たて枠
①

②

②

③

④

A3 連窓右フィックスタイプ

L
W1

気密片
B3 連窓左フィックスタイプ

L
W3

気密片
H3 バイパス・両引きタイプ/3本レールタイプ

L
W1 W3

気密片

●気密片裏面の離形紙をはがし、下枠に貼付けます。貼付け位置は召
合框の下部にあたる位置です。
　方向を正しく貼り付けてください。（右図参照）
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●障子を室内側からけんどん式で建て込みます。
●外障子、次に内障子の順です。

テラスタイプの障子になりますと
1枚当たりの重量は大変重くなり
ます。必ず2人以上で建て込
むようにしてください。

上部戸当りの取付

●左右のたて枠上部に上部戸当りを障子が入る側に取り付けます。
●部品裏面の離形紙をはがし、たて枠アタッチメントの小口に合わ
せて貼り付けます。

障子の建て込み

注
意

外れ止めの取付と調整
1.外れ止めの取付 2.外れ止めの高さ調整
●外れ止めは内外障子を建込み、調整後取り付けます。
●外れ止め裏面の離形紙をはがし、外障子側の上枠に
貼り付け、付属のテクスねじで仮止めします。
●貼り付け位置は、外障子が建て込める位置とします。
（下図参照）

●上下の調整代は5mmです。　　最小 ： 7mm  最大 ： 12mm（上枠下面より）
●スライドピースを矢印の方向に動かし、障子上端との隙間を3mm程度 に調整します。
●調整後テクスねじを締めて固定します。
●取付後に障子を外す場合は、外れ止めの位置を逃げた位置で障子を外してください。

室内側

室外側

上部戸当り
離形紙

たて枠アタッチメント
たて枠

上枠

テクスねじ
M4×19

窓タイプ：30mm
テラスタイプ：40mm

離形紙

外れ止め

スライドピース

可動ピース

3
7～12

外
障
子

上枠下面▲

外れ止めの取付位置 ●外れ止めは2ヶ所取り付けます。

窓タイプ：外障子引手框面より30mm
テラスタイプ：外障子引手框面より40mm

窓タイプ：外障子引手框面より30mm
テラスタイプ：外障子引手框面より40mm

窓タイプ：外障子引手框面より30mm
テラスタイプ：外障子引手框面より40mm

窓タイプ：内障子引手框面より30mm
テラスタイプ：内障子引手框面より40mm

【3枚引き（A3/B3）】※本図はA3タイプを示します。B3タイプは本図と対称の配置となります。基本図を参照してください。

室内側

室外側

室内側

室外側

【3枚引き（H3）】

室内側

室外側

室内側

室外側

障子をスラ
イドさせて

障子をスラ
イドさせて

上框補助部品を取り
付けた場合、はずれ止
め部品は取付きません。

注意
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戸車の調整

●召合框下部のビスキャップを外します。
●φ8穴に中に調整ねじがあります。このねじを
右に回すと障子は上がり、左に回すと下がります。

●調整後は、ビスキャップを取り付けてください。
●引手框にはビスキャップはありません。＋ドライ
バーを差し込み、そのまま調整してください。

●内召合框下部框下部のビスキャップを外します。
●スロット穴の中に調整ねじがあります。このね
じを右に回すと障子は上がり、左に回すと下が
ります。
●調整後は、ビスキャップを取り付けてください。

【上下方向の調整（補助ロック本体）】
●内召合框下部の補助ロックカバーを外します。
●部品上下に取付ねじがあります。ねじをゆるめ、
上下調整してください。
●調整後は、補助ロックカバーを取り付けてくだ
さい。
※本部品は樹脂製品なので締め過ぎに注意して
ください。

●5P「外れ止めの取付と調整」を参照ください。

クレセント本体及びクレセント受けの調整
【上下方向の調整（クレセント本体）】
●クレセントのハンドルを中間位置まで回します。
●クレセント本体の上下にキャップの溝があります。
溝に爪をかけ持ち上げてください。

●ねじをゆるめ、上下調整してください。調整後は、
しっかりねじを締め付けてください。
●キャップを回転させてはめてください。

【左右方向の調整（クレセント受け）】
●ねじをゆるめ、左右に移動してください。
●調整後はしっかりねじを締め付けてください。

【左右方向の調整（補助ロック受け）】
●外召合框下部についている補助ロック受けの
ねじをゆるめ、左右に移動してください。
●調整後はしっかりねじを締め付けてください。
※開閉時にはつまみを回転し、“カチッ”と掛かる
まで回してください。

補助ロックの調整

外れ止めの調整

上がる

下がる

【外障子・内障子/引手框】 【外障子/召合框】

【外障子/引手框・召合框　内障子/引手框】

【内障子/召合框】
【内障子/召合框】  

●調整は、建付けと開閉具合を見ながら行ってく
ださい。

タイプ 調整代

窓タイプ ＋3.5mm
テラスタイプ ＋5.0mm

補助ロック
カバー

内召合框外召合框

上下±2mm

クレセント受け クレセント本体

クレセントハンドル

キャップ

外召合框

内召合框

上＋8mm

下－8mm

補助ロック本体
つまみ

上がる

下がる ビスキャップ

左4mm

右2mm

左4mm

前1.5mm

建込み調整

補助ロック受け

上がる
下がる

ビスキャップ

右2mm

6



基本図

窓タイプ納まり
額縁付きの場合は「額縁施工要領書」をご覧ください。

Scale 1/2.5

縦断面図　
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室 外
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13 W3-42 624.511.5
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SW2-462614 26 13

室 内

室 外

13

SW2
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26

64

SW1
13

SW1-426 24.5 11.5

SW3-65
SW3

26SW2-46 2614 626
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64

26
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13
SW3

SW2-26
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13

13SW1-4224.56 11.5 SW3-4211.513 624.5

イ
ン
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ー
H

SW3
インナーW
SW2SW1

A

Aイ
ン
ナ
ー
H

SW3
インナーW
SW2SW1
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ン
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ー
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SW3
インナーW
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A

SW1
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室

　内

H
-1
10

イ
ン
ナ
ー
H

H
-3
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54
7 14

17
32

24

4564

27

41

60.5

B3 連窓左フィックスタイプ

A3 連窓右フィックスタイプ

横断面図
H3 バイパス・両引きタイプ/3本レールタイプ

B3 
連窓左フィックスタイプ

A3 
連窓右フィックスタイプ

H3 
バイパス・両引きタイプ
3本レールタイプ

内観姿図
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基本図

テラスタイプ納まり

額縁付きの場合は「額縁施工要領書」をご覧ください。

Scale 1/2.5

 

44031-003600 2017. 02

B3 連窓左フィックスタイプ

A3 連窓右フィックスタイプ

大型テラス
召し合せ框

横断面図
H3 バイパス・両引きタイプ/3本レールタイプ

B3 連窓左フィックスタイプ

A3 連窓右フィックスタイプ

H3 バイパス・両引きタイプ/3本レールタイプ

大型テラス突合框

縦断面図

補強材入り
召し合せ框

内観姿図
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